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　　　　　大気浮遊粒子中含酸素多環芳香族化合物の大気動態
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【は じめ に ｝大 気 浮 遊 粒 子 に 含 まれ る含酸素多環芳香族炭化 水素（Oxygenated 　PAHs ，オキ シ PAHs ）は 、PAHs

や ＝ トロ PAHs と同 様 に変異原性を有す る だけで な く、ア レレ ギー
反応増悪作用

1）
が指摘 され は じ め て い る。

さらに、ベ ン ズ ア ン トロ ン を は じ め と し て
、そ の

一
部 は 強変異 原物質 の 前駆 体 と して も知 られ て い る。

一一
方、

オキシ PAHs の 発生源は、デ ィ
ーゼ ル エ ン ジ ン 等 の 燃焼機関 の ほ か に、　PAHs の 大気中酸化 に よ る 二 次生成

の 寄 写も予想 され 、そ の 大気動態 は 非常に 複雑 で ある。しか しな が ら、オ キ シ PAI｛s の 大気動態 に 関す る報

告は極 め て 少な く、国内に お い て は 、その 同定、定量 さえ ほ とん ど な され て い ない
。 そ こ で 本研 究 で は、東

京都 心部に お け る オ キ シ PAHs の 同定
一
定量 お よび 、大気中で の 変換 ・除去過程などをはじめ とす る大気動

態 の 解明を試 み た e

【実験1大気浮遊粒 子 は、早稲 田大学大久保 キ ャ ン パ ス 内建物 屋 上 （東京都新宿 区） に て ハ イボ リュ
ーム エ

ア サ ン プ ラ
ーを用 い て 石英繊維 ろ紙 に 捕集したく24h 、500L ノ血in）。試料中の PAHs お よび ニ トロ PAHs は、

ジ ク UV メ タ ン に よ る超音波抽出、　SPE ク リ　
・一ン ア ッ プ後、ア セ トニ トリル 溶液 と して 、そ れ ぞ れ 蛍光検出

HPLC 、過 シ ュ ウ酸エ ス テ ル 法化学発光検出 HPLC に よ り分析 し た。また、オ キ シ PAHs は、　PAHs お よ び

ニ トロ PAHs と同様 に ジク ロ ロ メ タ ン に よる 超音波抽出、　SPE ク リー一ン ア ッ プ後、トル エ ン 溶液 と して 電 子

イオ ン 化質量分析 ガ ス クロ マ トグラ フ ／
− （ELGCIMS ）に より分析 した。

【結果 と考察1夏季（2007 年 7、8 月 の うち 8 目間）お よび 冬季（2007 年 12 月〜2008 年 2 月 の うち 5 日間）に

おける観瀏結果を Table　1に 示 す 。 東京都心部 に おけるオ キ シ PAHs の 大 気中濃度は、　PAHs や ニ トロ PAHs

と同様 に、文献値（他 の 国の 都市域）と比較して
2 〕

低い 濃度 レベ ル で あ っ た。また、PAHs や ニ トロ PAHs と

同様 に 、どの オ キ シ PAHs も冬季 に 比べ て 夏季 の 方 が低い 濃度 で あ っ た 。
こ れ らは、夏季 の 光化学反応 に よ

る 分解や冬季 の 混合層高度の低下 などに よ る と考えられる。さらに、低分子 量 の 9一フ ル オ レ ノ ン や 9
，
le一ア ン

トラ キ ノ ン は 他の 物質 と比較して 冬季の 平 均濃度 に 対す る 夏季 の 平 均 濃 度 の 比 が 低 い こ とか ら、こ れ らの 物

質 は 大気 中で 気固分配す る と と も に、夏季 と冬季 に お い て そ の 分配 比 が 大 き く異 な る こ と を示 す。

Table　 1．　Mean 　 concentrations 　 of 　polycyclic　 aromatic 　eompounds （PACs ） associated 　 with 　 airborne

particulate　matter 　in　summer （2007）and 　in　winter （2008）

Atmospheric 　concentration

Compounds 　
a 　 Unit Summer （n ＝8） Winter （n＝5）

Mean S．D． Mean SD ．
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